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× １１枚で × １１枚で 
カンボジアでは
1人が１カ月
学校に通えます

問 秘書課（0798・35・3468）

　「西宮ユネスコ協会」は、民間ユネスコ活動団体として昭和37年に創設されました。
会員は現在約100人。18歳以上の人が会員登録できます。
　教育委員会との共催事業など地域に根ざした各種活動をしています。

①国際的な交流活動
②識字教育活動の援助
③世界の自然、文化遺産の保存

問 西宮ユネスコ協会
　   （0798・35・3892…教育委員会人権教育推進課内）

　「戦争は人の心の中で生まれるものであるから、人の心の中に平和のとり
でを築かなければならない」（ユネスコ憲章前文）。
　ユネスコ（国際連合教育科学文化機関）は、教育・科学・文化を通じて、
世界平和と人類共通の福祉に貢献することを目的として、昭和21年に設立
され、日本は26年に加盟しました。本市にも西宮ユネスコ協会があり、さ
まざまな活動を行っています。　

　日本ユネスコ協会連盟は被災地の
小・中学校へ「東日本大震災子ども
教育支援募金」を通じて、スクール
バス、教材、備品、図書などを寄贈
しています。

　また、奨学金制度を設けて、災害
遺児たちが成人するまで、中長期に
わたる支援活動を実施しています。
　西宮ユネスコ協会は今後もこの支
援活動に協力していきます。

　国際理解を深めるための講演会を西宮市国際交流協会、教育委員会と連携
して毎年開催。

　市内の幼稚園児や小学生が描いた絵と、世界各国から送られてくる児童画
を一堂に展示。今回で33回目を迎えます。市内の子供たちの作品は、外国
でも展示され、世界の子供たちと友好の輪を広げています。
　今年度は来年3月20日（火）～25日（日）に市民ギャラリーで開催予定。

　会報誌の発行や英語教室、研修見学会などを開催。

　日本ユネスコ協会連盟のコーアクション事業
（開発途上国の発展に先進国の人々が自ら関わり
をもち、互いに協力し合うもの）を支援するため
バザーを開催。収益金の一部は同連盟を通じて、
東日本大震災子ども教育支援募金や世界寺子屋運
動などに寄贈されます。今年度は9月10日（日）に
夙川公民館で開催予定。

 

○●○西宮ユネスコ協会の主な活動○●○

　世界には、さまざまな理由で学
校に通えない子供たちが約5800
万人、文字の読み書きができない
大人が約７億8100万人います。
　日本ユネスコ協会連盟は「世界
寺子屋運動」として、書き損じハ
ガキの回収や募金活動を通じて、
このような人々に「学びの場＝寺
子屋」で教育が受けられるように
支援しています。
　書き損じハガキ1枚で、ネパー

　西宮スポーケン交換学生プログラム実行委員会は、姉
妹都市であるアメリカ・スポーケン市と本市の高校生に
よる友好交流を支援する交換高校生事業を実施していま
す。
　6月17日～8月1日にスポーケン市の高校生3人が来西
し、ホームステイをしながら西宮での高校生活を体験し

ました。本市からは9月に3人の高校生がスポーケン市
を訪れ、ホームステイと現地での高校生活を体験します。
　来年度の交換高校生の募集は12月頃、各高校を通じ
て行う予定です。対象は、西宮市在住で市内の高校に在
学する生徒。詳しくは各高校か秘書課へ問合せを。

ルでは鉛筆を7本、アフガニスタ
ンではノート2冊を買うことがで
きます。カンボジアでは11枚の
書き損じハガキで1人が1カ月学
校に通うことができます。
　書き損じたり、汚れて使ってい
ないハガキを西宮ユネスコ協会へ
お寄せください。
【送付先】西宮ユネスコ協会（〒 
662－8567六湛寺町8－26…教
育委員会人権教育推進課内）　

西宮ユネスコ協会とは ユネスコの活動内容

被災地の子供たちに「学び」の支援を！

書き損じハガキで途上国の教育支援を！
世界寺子屋運動

国際交流で「絆」深まる　西宮スポーケン交換高校生事業

▷国際理解講座

▷ユネスコ世界児童画展

▷チャリティバザー

盛況な様子のチャリティバザー

▷その他
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